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J-PEAKSを通じた⼈材戦略
【重点取組︓若⼿トップ研究者の確保と養成】
全学⼀元化⼈事制度
各専⾨領域の特性を反映した評価基準と指標に基づき、⼈事配置を
実施。研究⼒、教育⼒、国際性、外部資⾦獲得⼒の向上がみられる

全学の新規採⽤に対するテニュアトラック制
若⼿研究者の⾼いモチベーションが維持されている

若⼿研究者及び⼥性研究者の育成強化を⽬指した「SPARK! Plan」
次世代をリードする若⼿のトップ研究者（40 歳以下）の研究時間確
保、処遇の改善及び国内外での活躍を促進を促し、知の創出に貢献す
る組織強化を推進

J-PEAKS申請書「重点取組1」より抜粋



1. 教員⼈事の全学⼀元管理
「学術院」の設置
社会から必要とされる領域や未来に向けて⼤学が取り組むべき領域へ⼈員を適
切に配置することができることを⽬指し、2016年４⽉に全学を⼀元化した教員
組織として設置
「国⽴⼤学経営改⾰促進事業」で「S」評価
教員⼈事の全学⼀元管理や、本学独⾃のパフォーマンスモニタリング指標である
AKPI®やBKPI®の開発・活⽤など、全国に先駆けた⼤学改⾰の取組が、「地
⽅⼤学のグローバル展開と教育研究両⾯での、地⽅総合⼤学と⽴地都市・⾃
治体との連携のあり⽅のモデル」や「地域国⽴⼤学として、
グローバル拠点の特徴を堅持しながら地域貢献を両⽴する稀有なケー
スの⼀つ」と評価を受ける



2. グローバル化に向けた国際戦略の推進
『広島⼤学国際戦略2022』で掲げる教育の基本⽅針

① グローバル⼈財を育成する⼀貫教育の確⽴
学⽣の海外派遣留学と留学⽣受⼊れの充実

② カリキュラムの国際標準化
⽇本⼈学⽣と留学⽣が共同で学習できる「Internationalization at Home」の環境を整備

③ 留学⽣のための⽇本語・⽇本⽂化教育の充実
世界の舞台で活躍するグローバル⼈財の育成と中四国地域の⽇本語・⽇本⽂化教育の拠点化を⽬指す

④ 平和を希求する国際的教養⼈の育成
平和を希求し、他者を理解し、知識と⾏動⼒を持つ、国際社会に⽻ばたく⼈財の育成を⽬指す

⑤ SDGsの達成を⽬指す⼈財育成
学⽣⼀⼈ひとりがSDGsを達成するために、主体的に考え、⾏動する⼒を⾝につけ、世界の、地域のあらゆる場⾯

で活躍できるようになることを⽬指す



3. キャリアスタート段階の研究者育成制度
「広島⼤学教員メンター制度」導⼊以前
従来、広島⼤学では、⼥性研究者養成システム改⾰加速事業や若⼿研究者の⾃⽴的研究環境整備促進事
業、科学技術⼈材育成のコンソーシアムの構築事業等において、⼥性教員やテニュアトラック教員を対象にメンター
制度を実施
2020年4⽉︓「広島⼤学教員メンター制度」を導⼊
「本学教員の職位や雇⽤形態に関わらず、新たに採⽤されるすべての教員に助⾔者や相談相⼿となるメンターを
配置することで、着任後の教員を孤⽴させず適切な⽀援を⾏い、教育・研究・管理運営等の諸活動をスムーズに
スタートさせることを⽬的」
テニュアトラック助教の前段階における研究者育成システム
「選抜助教」（任期2年）、「育成助教」（任期3年）として制度化

（出典）『広島⼤学教員メンター制度ハンドブック』

博⼠課程後期から研究キャリア開始段階におけるキャリアラダー



4.広島⼤学「SPARK! Plan」
SPARK︕ Plan
⼤学⼊学前から、研究者としてのキャリアを形成していくための、さまざまな
サポート（研究環境整備、研究活動⽀援、キャリア形成⽀援、進路選択
⽀援、経済⽀援、雇⽤⽀援、仕事と家庭の両⽴⽀援等）を提供。学⽣
⾃⾝の将来の道筋を⾒通せるよう、体系的に⽀援制度を⽰すことを⽬的。
広島⼤学の研究者育成に関する取組を包括した名称

「SPARK」は取組を連想させるワード「Smile・Pave・Advise・Rally・Kindle」の頭⽂字を取って構成
S…Smile (スマイル): 学⽣を，アカデミアを，広島⼤学が「笑顔にする」
P…Pave (ペイヴ): ⼤学院⽣・研究者への道を「整備する」
A…Advise (アドバイス): ⼤学院・研究者を志す者へ「アドバイスする」
R…Rally (ラリー): 広島⼤学の⽀援・制度・アイデアを「結集する」
K…Kindle (キンドル): 研究に対する興味と情熱を「かき⽴てる」



広島⼤学「SPARK! Plan」 for Women



HIRAKU-Global教員
2019年度、広島⼤学（代表機関）、⼭⼝⼤学、徳島⼤学、愛媛⼤学（共同

実施機関）は、⽂部科学省「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」に採択さ
れ、中国四国地⽅を中⼼とするエリアにおいて、「地⽅協奏による世界トップクラスの
研究者育成」コンソーシアム（HIRAKU-Global）を形成し、国際的なコミュニティ
の中で、創造性豊かな研究を先導し、影響とインパクトを与える研究者を育成する
ためのプログラム（HIRAKU-Globalプログラム）を推進している。
HIRAKU-Globalプログラムでは、代表機関・共同実施機関において新規に採⽤、

あるいは在籍する多様なテニュアトラック教員から複数の育成対象者を選抜し、若⼿
研究者が国際共同研究を強⼒に推進するための⽀援（スタートアップ研究資⾦・
研究交流制度・複数メンターによる⽀援・URAによる⽀援）を⾏っている。

Total2024’
5th Cohort

2023’
4th Cohort

2022’
3rd Cohort

2021’
2nd Cohort

2020’
1st CohortHGR

1020341F

2346346M

3366687Total

3割は⼥性研究者を採択



6. 若⼿研究者全般を
対象としたその他の
独⾃⽀援プログラム



◆創発的次世代研究者育成・⽀援プログラム
【⽬的】科学技術振興機構「次世代研究者挑戦的研究プログラム」の実施機関に採択されたことに伴い、

博⼠課程後期学⽣が安⼼して研究に集中できる環境を整え、将来の⽇本の科学技術・イノベーション
の基盤となり、国際社会の持続的な発展に貢献できる博⼠⼈材の育成を推進する

【応募資格】 ︓下記をいずれも満たす者
⽀援開始時に広島⼤学の⼤学院博⼠課程後期⼜は4年制の博⼠課程に在学している者
⽀援を開始する年の1⽉〜12⽉の収⼊が240万円以上となることが⾒込まれない者
⽀援開始時に、⽇本学術振興会の特別研究員、国費外国⼈留学⽣制度による⽀援を受ける留学
⽣、⺟国からの奨学⾦等の⽀援を受ける留学⽣ではないこと。
⽀援開始時に、他の奨学⾦等との併給が不可とされる地⽅公共団体・⺠間団体等の奨学⾦を受け
ている者または申請中の者でないこと。

【⽀援⾦額】︓
研究専念⽀援⾦（⽣活費相当額）︓⼊学から最⼤3年間（4年⽣課程の場合は4年間）、⽉額

19万円（原則）
研究費︓⼊学から3年（4年⽣課程の場合は4年）を上限として、年額40万円以内

・採択件数︓15名程度（2024年10⽉⽀援開始分）、80名程度（2025年4⽉⽀援開始分）
※R3年度︓199⼈⽀援





しかし，⽇本⼈学⽣の応募者は少ない

なぜか？
受⼊側は，学⽣だけが来ても，
何をさせたらよいのか？
共同研究先など強⼒なネット
ワークがないラボへの派遣は
難しい。



しかし，⽇本⼈学⽣の応募者は少ない

なぜか？
⽇本に居てもできるのに，な
ぜ，海外に⾏かなければい
けないのか？
海外に⾏くことの重要性
（付加価値）が伝わってい
ない。



◆広島⼤学若⼿教員海外派遣プログラム「HU Global-TOBU!」
本学の優秀な若⼿教員を海外の教育研究機関に派遣することにより、若⼿教員の教育

研究 能⼒の向上を図るとともに、広島⼤学を中⼼とした研究者間の国際ネットワークの拡
⼤に資することを⽬的とする。
【募集対象】︓DRまたは満40歳未満の本学の教員（特任教員、寄附講座教員、共同
研究講座教員を除く）
【派遣期間】︓2か⽉以上
【⽀援内容】︓渡航費（往復）および滞在費（1名あたり上限200万円）、派遣者が
所属する部局等に派遣者1名あたり100万円（上限）の⽀援経費

【派遣予定⼈数】︓10名程度

とはいっても，教育，研究で忙しく，なかなか若⼿教員がまとまった期間，
海外に⾏くのが難しい｡
⽇本に居ても最先端の研究ができるのに，海外に⾏くメリットが伝わってい
ない。



50，60代の教員は，⽂科省の在外研究員制度により，助⼿時代に順番で１年程度の留学チャンスがあった｡

1999年 広島大学生物生産学部助手
2003年 博士号修得 （山口大学連合大学院獣医学研究科，博士（獣医学）

2004年～文部科学省海外先進教育研究プログラムにより米国Baylor College of Medicine客員研究員
2006年～広島大学大学院生物圏科学研究科 准教授
2017年～広島大学 教授
2019年～広島大学 Distinguished Professor (DP) 特に優れた研究を行う教授職
2019年～ Bill & Melinda Gates Foundationから270万ドルの研究資金
2022年～広島大学生物生産学部学部長，2024年～SPRING事業統括教員，J-PEAKSリエゾンなど

渡⽶前は，⼩さな研究室の若⼿研究(B)がようやく採択されるIF3.0ほど
の学術誌に何とか論⽂が掲載される研究者
帰国後は，20年間にわたって⽶国Baylor College of Medicineの
Richards教授と共同研究を実施（NIHグラントの協⼒研究者）し，若⼿
研究（A），基盤研究（A）などを獲得し，Science，Sci. Adv，Nature 
Protocolsなどに論⽂を発表

外国⼈研究員，留学⽣13名を含む28名が所属するラボを主催し，海外
企業，海外⼤学と共同研究を実施



研究室の国際化

准教授（助教の期間で学振海外研究員として，アデレード⼤学Robker教授の研究室に留学）

Richards教授の下で学位取得
した島⽥の姉弟⼦

特任助教（JSPS特別研究員（PD），４⽉以降，フランスIMV社との国際産学共同研究で⻑期渡航予定）

⽣物⽣産学部では，ほとんどの講義をオムニバスで開講，オンデマンド配信可能，
同制度を利⽤して他２名の助教も⻑期海外出張

⼤学院⽣
• ゲイツ財団によるケニア政府との共同研究に参画予定
• ゲイツ財団によるインド企業との共同研究に参画
• オランダ企業との共同研究に参画
• インドネシア政府派遣学⽣
• バングラディッシュ政府派遣学⽣
• JICA奨学⾦（ナイジェリア，モザンビーク）

アフリカ，南アジア，東南アジア

受け⼊れ技術提供
実証試験

広島⼤学（島⽥研究室）

派遣・共同研究研究費・受け⼊れ
欧⽶諸国

1つ1つのプロジェクト型国際拠点形成
（⽇本がグローバルサウスと欧⽶諸国をつなぐハブになる）



広島⼤学を
⼈材養成と
研究・開発
の国際ハブ
拠点へ

J-PEAKS重点拠点+特⾊あ
る研究分野を中⼼として，
既存教員の持つ国際ネット
ワークを次世代へ継承


